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７

「
ば
ら
積
み
貨
物
船
の
隔
壁
及
び
二
重
底
強
度
基
準
」
と
は
、
千
九
百
九
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
に
千
九
百

七
十
四
年
の
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
の
締
約
政
府
会
議
の
決
議
四
に
よ
つ
て
採
択
さ
れ

た
「
二
の
最
前
部
貨
物
倉
間
の
横
置
水
密
垂
直
波
形
隔
壁
の
寸
法
の
評
価
及
び
最
前
部
貨
物
倉
の
許
容
積
付
評
価

の
た
め
の
基
準
」（
附
属
書
第
一
章
以
外
の
附
属
書
に
適
用
さ
れ
る
改
正
手
続
に
関
す
る
条
約
第
八
条
の
規
定
に
従

つ
て
採
択
さ
れ
、
か
つ
、
効
力
を
生
ず
る
国
際
海
事
機
関
に
よ
る
改
正
を
含
む
。）を
い
う
。

８

「
建
造
さ
れ
た
ば
ら
積
み
貨
物
船
」
と
は
、
キ
ー
ル
が
据
え
付
け
ら
れ
る
ば
ら
積
み
貨
物
船
又
は
こ
れ
と
同
様

の
建
造
段
階
に
あ
る
ば
ら
積
み
貨
物
船
を
い
う
。

９

「
同
様
の
建
造
段
階
」
と
は
、
次
の
.1
及
び
.2
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
段
階
を
い
う
。

.1

特
定
の
船
舶
に
係
る
も
の
と
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
建
造
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
。

.2

す
べ
て
の
建
造
材
料
の
少
な
く
と
も
五
十
ト
ン
又
は
す
べ
て
の
建
造
材
料
の
見
積
質
量
の
少
な
く
と
も
一

パ
ー
セ
ン
ト
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
も
の
に
よ
っ
て
船
舶
の
組
立
て
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
。

10

「
ば
ら
積
み
貨
物
船
の
幅
（
Ｂ
）」と
は
、
現
行
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
に
定
義
す
る
幅
を
い
う
。

第
二
規
則

適
用

ば
ら
積
み
貨
物
船
は
、
他
の
章
の
規
定
に
加
え
、
こ
の
章
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
規
則

実
施
期
日

こ
の
章
の
第
四
規
則
又
は
第
六
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
ば
ら
積

み
貨
物
船
は
、
第
十
一
e

一
章
第
二
規
則
の
規
定
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
強
化
さ
れ
た
検
査
計
画
に
関
し
、
次
の
期

日
に
従
い
こ
の
章
の
第
四
規
則
又
は
第
六
規
則
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

.1

千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
の
時
点
で
船
齢
二
十
年
以
上
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
に
つ
い
て
は
、
千
九
百
九
十

九
年
七
月
一
日
後
最
初
に
行
う
中
間
検
査
又
は
定
期
検
査
の
い
ず
れ
か
先
に
行
う
検
査
の
日
ま
で

.2

千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
の
時
点
で
船
齢
十
五
年
以
上
二
十
年
未
満
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
に
つ
い
て
は
、

千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
後
最
初
に
行
う
定
期
検
査
の
日
ま
で
。
た
だ
し
、
二
千
二
年
七
月
一
日
よ
り
も
後

で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

.3

千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
の
時
点
で
船
齢
十
五
年
未
満
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
舶
が

船
齢
十
五
年
に
達
し
た
日
の
後
最
初
に
行
う
定
期
検
査
の
日
ま
で
。
た
だ
し
、
当
該
船
舶
が
船
齢
十
七
年
に
達

す
る
日
よ
り
も
後
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
規
則

ば
ら
積
み
貨
物
船
に
適
用
す
る
損
傷
時
復
原
性
の
要
件

１

比
重
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
固
体
ば
ら
積
み
貨
物
を
運
送
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
単
船
側

外
板
構
造
の
長
さ
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
、
千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
以
後
に

建
造
さ
れ
た
も
の
は
、
夏
期
満
載
喫
水
線
ま
で
積
載
し
た
場
合
に
、
あ
ら
ゆ
る
積
載
状
態
に
お
い
て
い
ず
れ
の
一

の
貨
物
倉
の
浸
水
に
も
耐
え
、
４
に
規
定
す
る
満
足
す
べ
き
平
衡
状
態
で
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

比
重
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
固
体
ば
ら
積
み
貨
物
を
運
送
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
二
重
船

側
外
板
構
造
（
指
定
さ
れ
た
夏
期
満
載
喫
水
線
で
船
側
か
ら
船
体
中
心
線
に
対
し
直
角
に
測
つ
て
Ｂ
ii
５
メ
ー
ト

ル
又
は
十
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の
値
の
範
囲
内
に
縦
通
隔
壁
の
い
か
な
る
部
分
も
位
置
す
る

構
造
）
の
長
さ
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
、
二
千
六
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ

た
も
の
は
、
夏
期
満
載
喫
水
線
ま
で
積
載
し
た
場
合
に
、
あ
ら
ゆ
る
積
載
状
態
に
お
い
て
い
ず
れ
の
一
の
貨
物
倉

の
浸
水
に
耐
え
、
４
に
規
定
す
る
満
足
す
べ
き
平
衡
状
態
で
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

比
重
千
七
百
八
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
固
体
ば
ら
積
み
貨
物
を
運
送
す
る
単
船
側
外
板
構
造

の
長
さ
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
、
千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た

も
の
は
、
夏
期
満
載
喫
水
線
ま
で
積
載
し
た
場
合
に
、
あ
ら
ゆ
る
積
載
状
態
に
お
い
て
最
前
部
の
貨
物
倉
の
浸
水

に
耐
え
、
４
に
規
定
す
る
満
足
す
べ
き
平
衡
状
態
で
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
要

件
は
、
第
三
規
則
に
規
定
す
る
実
施
期
日
に
従
つ
て
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

７
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
浸
水
後
の
平
衡
状
態
は
、
決
議
Ａ
五
一
四
（
一
三
）
に
よ
つ
て
改
正

さ
れ
た
決
議
Ａ
三
二
〇
（
Ú
）
の
附
属
書
（
千
九
百
六
十
六
年
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
第
二
十
七
規

則
と
同
等
な
規
則
）
に
定
め
る
平
衡
状
態
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
定
す
る
浸
水
は
、
こ
の
よ

う
な
浸
水
の
状
態
に
お
け
る
船
舶
の
外
側
の
水
面
ま
で
の
貨
物
倉
の
浸
水
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
。

積
載
さ
れ
て
い
る
貨
物
倉
の
浸
水
率
は
〇
・
九
と
仮
定
し
、
空
の
貨
物
倉
の
浸
水
率
は
〇
・
九
五
と
仮
定
す
る
。

た
だ
し
、
貨
物
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
た
浸
水
し
た
貨
物
倉
の
容
積
の
た
め
に
特
定
の
貨
物
に
関
す
る
浸
水
率
が
仮

定
さ
れ
、
当
該
貨
物
倉
の
残
余
の
空
の
容
積
の
た
め
に
〇
・
九
五
の
浸
水
率
が
仮
定
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

５

千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
、
千
九
百
六
十
六
年
四
月
五
日
に

採
択
さ
れ
た
千
九
百
六
十
六
年
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
第
二
十
七
規
則
７
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

小
さ
い
フ
リ
ー
ボ
ー
ド
を
指
定
さ
れ
た
も
の
は
、
３
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

６

決
議
Ａ
三
二
〇
（
Ú
）
に
よ
つ
て
採
択
さ
れ
、
決
議
Ａ
五
一
四
（
一
三
）
に
よ
つ
て
改
正
さ
れ
た
、
千
九
百
六

十
六
年
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
第
二
十
七
規
則
と
同
等
な
規
則
の
c
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
小
さ

い
フ
リ
ー
ボ
ー
ド
を
指
定
さ
れ
た
ば
ら
積
み
貨
物
船
は
、
適
宜
１
又
は
２
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。

７

千
九
百
六
十
六
年
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
に
関
す
る
千
九
百
八
十
八
年
の
議
定
書
の
附
属
書
Ｂ
第

二
十
七
規
則
c
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
小
さ
い
フ
リ
ー
ボ
ー
ド
を
指
定
さ
れ
た
ば
ら
積
み
貨
物
船
に
つ
い
て

は
、
浸
水
後
の
平
衡
状
態
は
、
同
議
定
書
の
関
連
規
定
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
規
則

ば
ら
積
み
貨
物
船
の
構
造
強
度

１

比
重
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
固
体
ば
ら
積
み
貨
物
を
運
送
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
単
船
側

外
板
構
造
の
長
さ
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
、
千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
以
後
に

建
造
さ
れ
た
も
の
は
、
貨
物
倉
内
に
水
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
動
的
影
響
も
考
慮
し
、
ま
た
、
国
際
海

事
機
関
が
採
択
し
た
勧
告
を
考
慮
し
、
す
べ
て
の
積
載
状
態
及
び
バ
ラ
ス
ト
状
態
に
お
い
て
い
ず
れ
の
一
の
貨
物

倉
の
浸
水
（
こ
の
よ
う
な
浸
水
の
状
態
に
お
け
る
船
舶
の
外
側
の
水
面
ま
で
の
浸
水
）
に
も
耐
え
る
た
め
に
十
分

な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

比
重
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
固
体
ば
ら
積
み
貨
物
を
運
送
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
二
重
船

側
外
板
構
造
（
指
定
さ
れ
た
夏
期
満
載
喫
水
線
で
船
側
か
ら
船
体
中
心
線
に
対
し
直
角
に
測
つ
て
Ｂ
ii
５
メ
ー
ト

ル
又
は
十
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の
値
の
範
囲
内
に
縦
通
隔
壁
の
い
か
な
る
部
分
も
位
置
す
る

構
造
）
の
長
さ
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
、
二
千
六
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ

た
も
の
は
、
１
に
定
め
る
構
造
の
強
度
に
関
す
る
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
規
則

ば
ら
積
み
貨
物
船
の
構
造
そ
の
他
の
要
件

１

比
重
千
七
百
八
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
固
体
ば
ら
積
み
貨
物
を
運
送
す
る
単
船
側
外
板
構
造

の
長
さ
百
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ば
ら
積
み
貨
物
船
で
あ
つ
て
千
九
百
九
十
九
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
も

の
は
、
こ
の
章
の
第
三
規
則
に
定
め
る
実
施
期
日
に
従
い
、
こ
の
第
六
規
則
の
要
件
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

.1

二
の
最
前
部
貨
物
倉
間
の
横
置
水
密
隔
壁
及
び
最
前
部
貨
物
倉
の
二
重
底
は
、
ば
ら
積
み
貨
物
船
の
隔
壁
及

び
二
重
底
の
強
度
基
準
に
従
い
、
貨
物
倉
内
に
水
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
動
的
影
響
も
考
慮
し
、
最

前
部
貨
物
倉
の
浸
水
に
耐
え
る
た
め
に
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
第
六
規
則

の
規
定
の
適
用
上
、
ば
ら
積
み
貨
物
船
の
隔
壁
及
び
二
重
底
の
強
度
基
準
は
、
義
務
的
な
も
の
と
し
て
取
り
扱

う
。

.2

横
置
水
密
隔
壁
又
は
二
重
底
の
強
度
を
1.1
に
定
め
る
要
件
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
必
要
性
及
び
範
囲
を
検
討

す
る
に
当
た
り
、
次
の
制
限
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

.1

貨
物
倉
間
の
総
貨
物
重
量
の
配
分
に
関
す
る
制
限

.2

最
大
載
貨
重
量
に
関
す
る
制
限

.3

1.1
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
た
め
に

1.2.1
及
び

1.2.2
に
規
定
す
る
制
限
の
う
ち
い
ず
れ
か
又
は
双
方
の
制
限
を
用

い
る
ば
ら
積
み
貨
物
船
は
、
当
該
船
舶
が
比
重
千
七
百
八
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
固
体
ば
ら

積
み
貨
物
を
運
送
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
制
限
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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